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論　　文　　の　　要　　旨

　細胞性粘菌の胞子発芽は粘菌自身が生産する阻害物質ディスカデニンにより阻害される。その構

造は，生合成経路はすでに明らかにされており、この生合成の中問体として生成されるi6Adeは高等

植物におけるサイトカイニンとすて知られている。

　本研究ではディスカデニン生合成系の酵素活性，生成物の含量と粘菌の発生との関係，およびそ

の生合成に働く二つの酵素の精製を行いヨそれらの酵素化学的諸性質を調べた。その結果，次のよ

うな新しい知見がえられた。

　ディスカデニンはポAPMからi6Adeをへて合成される。この最初のプロセスに働く酵素A｝Tase

（△2－isopenteny1pyrophosphate：51AMP1spenteny1tr狐s－ferase）は粘菌の発生後期に初めて活

性をしめすが，最後のプロセス（i6Ade→ディスカデニン）に働く酵素ディスカデニン合成酵素は発

生の中期からすでに活性があらわれ，後期に最大となる。すなわち、これら酵素の発生に伴う発現

の時期はディスカデニンの生合成の経路とその順序が逆であることが明らかにされた。生成物のディ

スカデニンの量はA1Taseの活性の上昇に伴って増加しi6Ade量は数時間遅れて増加した。この現象は

A1Taseで合成されたi6Adeが先に作られたディスカデニン合成酵素により直ちにディスカデニンに変

換されヨおそらくi6Adeと共にディスカデニンの基質となるSAM（S－Ad㎝osy1methi㎝ine）の減

少によってディスカデニンが合成されなくなり。i6Adeが蓄積されるものと考えられる。
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　A1Taseは種々のカラムクロマトグラフィーを用いて6800倍に精製したが，単一のバンドとしては

検出できず，また最終精製標晶は非常に不安定であった。A1Taseは分子量40，000の単一成分の蛋白

質でありラ2価の金属イオンにより活性，至適pHヨ至適温度などの性質が大きく変化した。基質と

して最も効果的であったのは51AMPとdAMPでADPも基質となりえた。最も至適と考えられる反

応条件（pH7．5，1mMZ篶2＋，25℃）での㎞値は1．Ox1O－7M（51AMP）ヨ2．2×10’6M（IPP：3－

methyト2－bute町1pymphosphate）であった。近年ヨ高等植物のサイトカイニン合成酵素が部

分精製されており，その性質は粘菌の酵素に近いそとが知られている。このように系統分類学上非

常にかけ離れた粘菌と高等植物に同様の反応を触媒する酵素が存在することは極めて興味深い。

　ディスカデニン合成酵素は分子量82，OOOヨ等電点p15，8の単一成分の蛋白質で，活性発現に金属

イ才ンを要求せず，至適pH7．5。至適温度35℃で，好Cでも35℃の60％の活性をしめす比較的温度

安定性の高い酵素であった。至適条件でのSAMに対する㎞値は2．3x1O凹6Mであった。

　本研究によりA工TaseおよびDSase（ディスカデニン合成酵素）は粘菌の発生に伴って生産制御を

受けている酵素であることが明らかにされた。またヨこれらの酵素は今回初めて高度に精製分離さ

れた。

審　　査　　の　　要　　旨

　生物体はいろいろな物質を極めて合目的に生産する。したがって発生過程でう基質から幾つかの

反応過程をへて最終産物を作る場合ラその過程に働く酵素は反応ステップの順序に従って転写翻訳

されるものと従来考えられていた。

　本研究は細胞性粘菌を用いてその発生最終過程に出現する胞子発芽阻害物質ディスカデニンの合

成経路を調ベヨそこに働く酵素群が発生過程において合成経路の反応ステップとは逆の順序で転写

翻訳されていることを発見した。また，これらの酵素を分離精製し，その酵素化学的性質を調べた。

さらにディスカデニン合成過程で中間体として生ずる物質に，高等植物におけるホノレモンとしてよ

く知られているサイトカイニンがあり，これを合成するサイトカイニン合成酵素が粘菌細胞にも存

在することを明らかにした。この発見は系統分類学研究の面からも極めて興味深く，これらの新事

実発見の業績は高く評価される。

　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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